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アマチュアのゴルフの目的は、あくまでも「楽しむ」ことにあるわけですから、ハンディキャップ取得の目的も、

「より楽しくラウンドする」ためにあります。 
また昨今では、国内はもちろん世界各地でさまざまな人とゴルフを楽しめるようになりました。技量の異

なるプレーヤーが、公平にプレーできるようにして「いつでも、どこでも、誰とでも」楽しくラウンドするための

「適正なハンディキャップ」を取得することは、ますます必要になるわけです。このことは、倶楽部の「和」を

保つためにも重要なことと言えます。 
各倶楽部のハンディキャップ委員会をはじめ、ゴルフ愛好家の方々にハンディキャップの目的と「正しい

知識・意義・価値」を理解していただきたいと思います。 
 
ＪＧＡハンディキャップとは                                             
日本ゴルフ協会（JGA）は、全国のゴルファーのハンディキャップを一定の基準（JGAハンディキャップ規定）に基づいて算定し、技

量の異なるプレーヤーができるだけ平等な条件のもとで、競技がおこなえるよう「JGAハンディキャップ」を制定しました。 

２００３年からは、女子の身体的能力に応じた女子ハンディキャップが新たに制定されました。 

ゴルフが生涯スポーツ、国民スポーツとして発展することを願って定めたものです。 

連盟及び加盟倶楽部のハンディキャップ委員会が規程によって算定されたハンディキャップ証明書には「JGAハンディキャップ」と

明記されています。ハンディキャップ証明書の有効期限は、６ケ月です。 

 
全てのスコアカードの提出が義務                                         
たえず公正なハンディキャップでプレーすることがプレーヤーの義務です。 

そのためにもスコアの良し悪しにかかわらず、ラウンド後には、その都度ホームコースまたは連盟

へ全てのスコアカードを提出してください。 

☆ハンディキャップは、プレーヤー自身が求めるものであり、いかなるプレーヤーも自分の技能力の完全な資料であるスコアカード

を提出せずに、ハンディキャップを受ける権利は与えられていません。 

 

スコアカードの提出                                                  
(1) ＪＧＡ公認のコースレーティングのあるコースでプレーした１８ホールズのスコアカードであれば、すべてのスコアカードが有効

となります（有効期間は、２年間）。最新のスコアカード１０枚をもって査定されます。 

(2) スコアカードには、プレーをしたコース名、日付、コースレーティング、使用ティ、使用グリーン、プレーヤー氏名を明記して提

出しなければならない。ハンディキャップ査定の場合に提出するスコアカードには、マーカーの署名がなくてもよい。 

(3) 故意にスコアカードを提出していないことが判明した場合は、そのＪＧＡハンディキャップは有効期限内であっても失効します。 

これらはすべてゴルフの精神であるフェアープレーを重んじるスポーツであり、ゴルファーはみな誠実で、故意に不正をおかす者は

いないと言う基本的な考え方の上に成り立っているということです。 

 

 

 

 

 

 

http://www.jga.or.jp/jga/jsp/handicap/news.html
http://www.jga.or.jp/jga/html/handicap/handicap_rule.html
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コースレーティングとは                                               
ゴルフコースのパーは、各ホールの距離によって決められたものです。しかし、ゴルフコースは地形、設計、使用ティにより難易度

に相違があります。 

コースレーティングとは、距離のみならず高低差、グリーンのアンジュレーション、ハザードの難しさなどを総合的に数値で評価した

もので、スクラッチプレーヤー（Hdcp0.0）が仮に 10 回プレーした場合の平均スコアに近いものを想定しています。 

コースレーティングは何のために必要かと言えば、あくまでゴルファー1 人 1 人に対し、その技能力に応じた公正でかつ均衡の取れ

たハンディキャップを査定するための基準定数もしくは物差的な数値です。従ってコースレーティングはクラブのグレードや良し悪

しには全く関係ありません。 

プロフェッショナルゴルファーのためのトーナメントでは、コースのセッティング（フェアーウェーの幅・ラフの刈り高・グリーンの速さ

等）は特別に配慮されるので、そのラウンドしたスコアは通常一般用にセッティングされたコースでの一般ゴルファーのスコアとは

著しく違うのは当然のことと言えます。ＪＧＡのハンディキャップ委員会では、各地区連盟のコースレーティング査定担当委員により

一般アマチュアゴルファーのハンディキャップ査定のためのコースレーティングを査定しています。 

 

ＪＧＡコースレーティング査定について                                      
JGAでは平成 12 年に「JGA公認コースレーティング」の認定期間を 15 年と制定しています。JGAコースレーティングの査定から 15

年が経過したり、また 15 年以内であっても、査定後にコース改造等を行った場合には再査定が必要になります。 

「JGAコースレーティング」は言うまでもなく「JGAハンディキャップ」算出の基となりますので、再査定の重要性を再度ご理解いただ

き、該当する倶楽部におかれましては、速やかに北海道ゴルフ連盟事務局宛てに再査定の申請をお願いいたします。 

 

ＪＧＡコースレーティング検索                                            
全国の各ゴルフ場のコースレーティングの検索はこちらから ⇒ コースレーティング検索

http://www.jga.or.jp/jga/html/handicap/about.html
https://www.hdcp.jp/c_search/

